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技術参照モデルとシステム要件定義	 

に関する学習システム	 

 
 

齋田芽久美†1	 	 湯浦克彦†1	  
 

システム基盤とその構築・保守サービスに関する知識を体系化した TRM(技術参照モデル)を参照しなが
ら要件定義を行い調達仕様書の一部分を作成し，調達仕様書を書くためにどのような要件定義を行う必

要があるのかを学ぶことができる要件定義学習システムを開発した．この学習システムを用いて学生に

学習してもらい，その評価と今後の発展に関する考察について報告する． 

 

The learning system for descriptions of Request For Proposals 
with Technical Reference Model  

 

 MEGUMI SAIDA†1	 KATSUHIKO YUURA†1 
 
The	 system	 for	 learn	 how	 to	 write	 RFP(Request	 For	 Proposal)	 with	 TRM(Technical	 Reference	 Model)	 

that	 summarizes	 the	 knowledge	 of	 system	 technology	 bases	 and	 their	 developments	 and	 maintenances	 

was	 developed．The	 Authors	 report	 learning	 performances	 to	 apply	 the	 system	 to	 students．	 

	 

1．はじめに	 

	 企業や自治体などの組織が基盤システム開発を外部に委託

する場合，システムに必要とされる要件を適切に定義し，調

達仕様書を作成する必要がある．委託先はこの調達仕様書に

記載されている要件を満たし，かつ過剰なシステム構成にな

らないように設計を行う．そのため，調達仕様書で要件定義

を曖昧に行ってしまうと必要となる機能を満たさないもしく

は機能過剰なシステム開発となってしまい，修正に莫大な費

用と時間がかかってしまう．	 

	 しかし経験が少ないものにとって，この調達仕様書を作成

するために要件定義を行うことは容易なことではない．要件

定義を適切に行うためにはシステムを構成する技術について

の幅広い知識と調達に関する業務知識が必要とされるためで

ある．また技術知識と業務知識を持つものにとっても，要件

定義を行った経験がない場合は要件漏れを起こしやすい．適

切な要件定義を行うためには知識と経験の２つが必要である．	 

	 調達仕様書作成における技術知識や業務知識の不足を補

うために，経済産業省では調達仕様書作成段階で必要とな

る知識をまとめた TRM(Technical	 Reference	 Model)を提供

している．知識不足はこの TRM で補うことができる．そこ

で本研究では，経験不足を補うために要件定義学習システ

ムを開発することを目的とした．	 

	 以下，本論の第２章では，要件定義過程および TRM の概	 
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要とTRM利用上の課題について述べる．第３章では要件定義学

習システムの開発について述べ，第４章では学生による要件

定義学習システムの試用評価について述べる．第５章では結

論と今後の機能拡大についての展望を述べる．	 

2．要件定義における TRM の利用と課題	 

2．1	 システム調達における要件定義の位置付け	 

	 システム調達における要件定義の位置付けは図 2_1の通
りである．	  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2_1．要件定義の位置付け 

 

	 システムを調達する際にはまず企画・計画を行う．企画・

計画ではシステム化の要望調査を行いシステム概要を決定

し，それを元に予算化に向けて概算見積もりを行う．概算

見積もりを基に予算化をし，その後要件定義ではシステム

に必要な機能や品質を定義する．そしてそれらをまとめて

調達仕様書を作成する．要件定義には様々な専門的知識が
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